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團巻　頭　言蘭

安定成長下での福祉の課題
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　て社　　上
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第30次改定
（49年4月1日）

第31次改定
（50年4月1日） 摘　　　　　　要

1．生活扶助基準 円 円

〔基準生活費〕
11）居　　　宅　（1類＋2類） 60，69D 74，952 1級地　74，952円

標準4　人　世　帯 2　　　　68，206

121期　末一時扶助　費 3　　　　61，461
（屑　　　　　　　宅） 47910 （4，910〉 4　　　　54，7王5
〔収　　　　　　　容） 工，760 （1，760）

〔収容保護吉垣『〕
（11救　　　1漣　　施　　　設 19，560 24，160

（2）更　　　’1．　　施　　　設 20，720 25，590

〔加　　算　　等〕
（1）好　　席　　婦　　加　　算

好娠6　ケ　月未満 3，140 3，881）

妊娠6　ヶ　月以　卜 4，730 5，840
産　　　　　　　　　婦 2p920 3，6工0

（2）母　　　子　　　加　　　算 6，500 9，81）〔〕

⑥　障　　害　　者　　加　　算
障害等級表1級・2級 7，500 11βOl）

障害等級表3級（49壬r5月）5，00〔｝ 751）O

軍度障害者家族介謹料 ，130 6，34P
介　　　　護　　　　料 18，000円以内 23，000円以内

（41老　　　令　　　加　　　算
70　　才　　以　　　ト 5，（〕0〔） 7，500
68才以 ト7財未満のダ潮賭 （49年5月）4，000 5，500

（5）在　宅　患　者　加　算 4，560 5，630

⑥　放射線障害者加算
負傷又は疾病の状態にあ儲 57500 7，500
負傷又は疾病鰍態に該当しな1むっ武者　　　　　　　　一一 3，75〔）

圏契毛養栄育蓄n妻 3，000
4，090

4，000
5，〔）50 ◎人工栄養依存率20％以上

（9〉入院患者　日用品費 乳920円以内 9，780「IJ以内 に適用
⑯　一　　時　　扶　　助　　費

布　団　類　　新　規 12，000円以内 13，0DO円以内
再　生 7，000円以内 8，000FI以内

蚊　　　　　　　　　帳 2，500円以内 4，000円以内
家　　具　　什　　器 7，000円以内 9，000円以内
新　生　児　等　被服 4，5QO円以内 5，500円以内
お　　　　む　　　　　つ 8，000円以内 8，00〔）円以内

⑳　入　　学　　準　備　　金
小午　校　人　学　時 15，000円以内 20，0DO円以内
中　学　校　入　学　時 18，000円以内 24，000円以内

2．教育扶助基準 ◎このほか、学校給食費、
／」・　学　　校　　3　年 810 1，040 通学のための交通費、ク
中　学　校　　3　年 1，480 1，880 ラブ活動に要する用具類

等については実費支給

3．住宅扶助基準
（1〉家　賃　　　問　代　等
　　　　一　　般　　基　　準
（2）住　　宅　　維　　持　　費
　　　　一　　般　　基　　準

5，500F9以内

40，000円以内

5，500円以内

55，000円以内

◎家賃　地代等の額が一般
基準をこえる場合は　第

　2種公営住宅の最高蒙賃

精　　別　　基　　準 70，000円以内 90，000円以内 等を標準として特別基準
を設定

4．医療ξフ、助基耳ボ ◎国民健康保険の診療方針
診療報酬の例による

5．出膚．扶助暴彗f 20，000F］」以内 25，000F【1以内 ◎施設分娩の場合は入院
（8日以内の実入院日数〉
に要する経質を支給

6．ノ1．業扶助基渾
（1）生　　　　　　業　　　　費 30，000円以内 30，000円以内
（21技　　能　　習　　得　　費 15，000μ」以内 15，000円以内
（3）就　　職　　支　　度　　費 15，000円以内 15，000円以内

7．葬祭扶助基準
大　　　　　　　　　人 22，000円以内 33，000円以内
小　　　　　　　　　人 17，600円以内 26，400円以内

8．勤労控除等
11）業　種　別　基礎控　除 ◎稼動日数が20日以上で一

（1）の職種（内職） 7，300 9，02Q 定額以上の収入を得てい
〔2）の職種（日　雇） 9，730 12，020 る場合は、収入に応じて
（3）の職種（土工） 12β40 15，120 控除額を増額

（2）特　　　別　　　控　　　除 49，800円以内 61，500円以内
（3）新　規就　労控　除 2，000 4，000
1の　未　成　年　者　控　除 4，000 4，QDO

㈲　不　安　定就　労控　除 2，QOO 4，0DO
⑥　実　　　費　　　控　　　除 実　費

『
実
　
費 ◎社会保険料、組合費、通

勤費等
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表9　最低生活保障水準の具体的事例
岬位；円ン

標　準　4　人　世　夏1閣 母　　子　　3　人　世　　帯

35オ男〔日雇）・30牡女⊂無耳載）・9才男（小3〉・4才女 30才女（簸職〉・9才男（小3）・4才女
昭和49年度〔当初） 昭禾ll50年度 昭和49年度（当初1 昭和50年度
1　紐地 4　級地 1　級地 4　級地 玉　級地 4　級地 1級地 4　級‡也

生　　油　　扶　助

　　（　　第1類
　　第2類
加　算　（別揚）
基　　礎　　控　　「徐

6ひP6go

47，320
ユ3，370

9，73〔）

44，29δ

34，530
9，766

8，750

74352
58r440
16P5ユ2

　　－
12，020

54P703

42，650
よ2rO53

　　－
10，810

生　　活　扶　助
　　（　　第1類
　　第2類
加　算　（別掲）
基　礎　控　　除

45，σ47

33，037
工2，017

7βGO
　　一

32，864
24P100
8r764

7，300

55，630
4Qp790
14，840

工0，600

　　一

40，598
29p770
10，828

10，600

　　一
ノ」・　世帯当リ 70，420 53　D46 86，972 65　513 ！」・　世弗畿り 52　347 4〔），164 66　230 51　198

刮　　1人当り
177605

13，262 21，743 16β78 餌　　1人当り 17　449 13　388 22　077 ↓7066
教　　育　　扶　　助 9上0 8LO

1　040 1　04⊂） 教　　育　　多フ、　助 810 810 1040
1　040

住　　宅　　扶　　助 5謁oo 2βOO ，500 β00 住宅扶　扶　　助 5　500 2　300
50D

2　300

合　　世帯当り 76　73σ 56　156 93　5ユ2 68　8－3 合　　世弗当り 5S657 ご【3　274 72　770 54　538

計　　1人当　り 19，183 14，039 23，378 17　213 計　　1人♪rり 田　552 14・425 24　257 18　179

老　人　　2　八　　1廿 慧　人　1　人　世　帯
r2オ男（無職〕・7〔）オ久（‘E・R職、 70　オ　女　（無職）

昭和4餌腱（当初） 昭利r5（1∫1　度 日rで和49年度（当初） 昭和50年度
1　級地 4　級地 1　級地 4　級地 1　級地 4　鍛地 1　級地 4　級地

生　活　扶　　助
　　（　　第1類
　　第2類
加　輿　（別掲）
基　礎　控　　「徐

35，444

24，780
10，自64

10ゆoo

25，851
18pO90
7，761
107000

　　一

43P766

30，60〔）

13，166
15pOOO

　　一

31，943

22，340
9，603

工5、000

生　活　扶　助　　20，710
　　（　　節1類　　　　11，40D
　　第2類　　　　9，319
加　勢　（別掲）　　5，000
基　　礎　　控　　除　　　　一

L5－079

8β20
6，759
5pOOO

　　　

25，572

14，080
11，492

7，500

　　一

18，658

10p2呂0
8，378

7，500

　　一　一

／」・　世料　　り 45，444 35ρ51 58，766 46，943 小　　脚昂当り　　25710 20　079 33　D72 26　158

翫　　　1人昌　り 22，72Z 17，926 29β83 23，472 言l　l人当1）　　25710 20　079 33　072 26　158

教　　〒r　扶　　助
一

『　 教　　育　扶　　助　　　　　 一　［

一f　宅　　扶　　助 ，5DO 2βOO 5，500 2　300 住　　宅　扶　　助　　　　500 2　300 5　500 2　300
合　　III淵　　　り 50，g44 38　151 64　266 49　243 合　　超弗当り　　31210 22，379 38　572 28　458

　　l　人当　リ ，窪72 19，076 3243房 24，622 Il「　　1人当り　　312／0 22　379 33　572 28　458
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の定度そ係と
アさのれにな
及れ生らある

このて要帯帯
とみ　保分分
とを②護離離
し保こ懲、吏糞

た撃雛舘
｝るのななる
と形施るいこ
oて設場！とと

帯映に屍こし活　 をの　あ出ホ以支被と　あがに見のでなカ1　で者り、帯こ
分1　あ　とて保改分改こ灸身1後給保な第奄なあ地均　く　第あが　をと
離従 る葬とい持正　説正れ　　懲ムは制護る三　　いるか衡生子出二灸い出構等
誌雛鷲蠣蕩鎚諾鑛駐好裏越欝韻醜㌦雛質
舗魏駿騨捲鶴覇垣鰻雰論甥蟻響智麓艘い・護・世にの　に匿のも点見保処に医の嘆瞳見世場世て務さ配老意も生る態
た・施帯対範世あ　 とのをで護遇よ療で　帯で帯合帯出関れ偶人見世活と的
力1設1にし囲帯る施おで解あすのるを’老があ分にに身係て者ホで帯保もに
　の、属強を分者設りあ決るる充こ受従人保る離も生阯者いが1あ分持いは
今入1し活広離が入でり、す
副所・て保げが出所あ　る
の者い持た認身者るそた
改にiる義こめ阯に　。のめ
正限場務とら帯文寸　 改1こ
にり 合関でれにし　正今よ世1に係ある属生　 点回

Q3傘実とけ前ホ言菱。
を』導とら1よ1を
開のなれ老ム受
く観りた人入け
ぺ点’も医所る
きか老の療者こ
でら人が費もと

を　’

認そ保のい場ての
めの持処な合も場
る者義遇いが’合
ぺに務充場多収で
き収関実合い入あ
で入係のとのがる

活帯がるいム胤離義い出

講雑
め係も帯
るにのと
ぺあで別
きるあ世

医療保険制度による埋葬料等の額

保険のI 【 類 埋葬料等（本人死亡） 家族埋葬料等

健　　禦　　保　　険
標準報酬の1月分
　　　　　（最低a万円） 3　万　円

口雇労働者健康保険
給付基礎R額の21日分又は

3万円
3　万　円

各種或済組合 1華給の1月分（最抵3万円） 俸給の7調最抵3万円）

船　　員　　保　　険
標準報酬の2月分
　　　　　（最低3万円）

埋葬ぷrの7割
　　　　　（最低3万円）

国民健康保険 条例又は規約による 　一

∈，姥欝も麓誘鯨裂
舗顯護纏盤峯躍
る第　分1かのう阯れとの場帯
。二　離彬，べる帯らし入合に
出は　の1の きも員のた所に生
身’
世期
帯間
にの
自要
己件
にを
対排
し除
てし

方諏でのと施
法i扱あで別設
で〔いるあ世の
対1のとる帯入
処・経いかを所
す緯うら構者
るi等意　’成は

こiを見別し、
と菌も世て実
と』勘あ帯㌔、態

q者繊活
に帯保
つ分持
い離義
てを務
世認関
帯め係
分てに
離いあ
をるる
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要のす場あて場いこ活受範入　かつるめと出護護　要義はと今るつは救生
し強る合るい合とと保け囲所以れたこて認身すす改件務’出回一”護活
なさこに者胤にしと持るが者上るカ1ときめ世るる正量関そ身のと引前施保
いかと世同　限れな義こ拡ののこ　賎たら帯ここ点課係の世改いき述設持
場らと帯士こつばる務と大いとと今　たれ貝ととのさに生帯正う続しの義
倉いし全がのてそ場関とさるおと回お峻るのも骸第なな活員に期さた入務
にった体世よ世の倉優なれ世緊なのよ　と自認　三いい実とよ間長よ所関
まてのと帯セ帯世ににるる帯　 つ改そ出ξ立め遂犠こ者態をり、の塑ゑ者係
で世賎し分に分帯犠あ者こに今鷹正考身に助たに　との等世　要ににをに
保帯　て離生離が　るととつ回　 1二え世限長こ出旗と場を帯標件わ、1仕あ
護全①のさ活を要世者’といの　 よら帯つをと身設し合考分記がたr帯る
を体扶要れ保認保帯とそなて改　 獣れ員て著で世入鷹と慮離の課り三分者

戦縫鍵鍵輪雛繕勇鯵曇1縮塞匙講鉛讐難
る保の塗と関とと行さ対保分り　途と保離害従みみ　期活場入いをえ場て
こ護程要な係となわれし護離施　 もで護をす来をを　間保合所た要’合い
とを度求るにしるなる生をの設　開あす認るは保保　の持に者がすかにる

均者る関施なでてた基多保戴て保うが　 る関れ保・の次つ　理ぺ要度の架は
衡及他係設いきい実準く持　例持か適次こ係た持。で官いこ由て件の方収必
　びの　入こるた施をは義こ外義で当咲とに場義あ通てのにがを趣がのず
世当世帰所ともだ機設な務れ的務あで　とあ合務る達虞場よ被つ旨緩費し
帯該帯来者とのく関けい関らに関るなrしるの関こ等　合る保けにや用も
分地分可としとこにると係施行係がい同菟者扶係とでrにも護な照か徴適
離域離能出た考とおよ、魁に設わに’一一　 の養には示扶おの者いしと収当
しにと性身もべがいりわあ入れあこと世　扶のあいし養けでとと適な基と
たおのの世の　よてもれる所るるのは帯　養程るうて義るあな標当る準は
場け均有帯で詳り実　る者者も者点どと　の度者まい務扶るり記でこにい・
倉る璽無とあ細適態よこがのののにのし　程賎同でるの養oかのなと比え
購当本鉾塞器鉢覇で脚編響生説識霧撒野齢
障得該制配基準運じ情ら例世あ分てな定　 同活世いろいの　いのと生保こ
さ世施度偶本は用てに画は帯咳離犠場す　 程扶・帯漢にL取　こ入D活のと
れ帯設に者的規が判精一あに　は　合る　 度助・分　従と扱　と所③保取’
ると入おとに定期断通的ま生し極生をこ　と義離生うしい　等者こ護扱②
この所けのはし待ししなり活かめ活いと　す務さ活もてに　のすの制い各

　　　　　　　　　　　イ
る態中民る犠　送やで一　あ養のさも出医のある者2
こでの健者　例りくあ方出菟義一れそ身療でる場ののね
とあ諸康が老えが賄る施身　務般ての世扶あが合収㈲た
にり、経保多齢ば期な等設世　の生い配帯助る’世入のき
は　費険い又’待わ自入帯　履活る偶にを。こ帯がイり
無出とのカ1は老でれ己所に　行費と者配適例れ分自に老
理身し保　障人きるの者犠　を以なに偶用えと離己よ人

露建灘係灘簾藝訣蘇薯爆総蜷
るへわ　程祉ム場で費入実　べあ入がいき人のめ準生つ
このれそ度年入合出　はな　きるがなる場ホ考て生活い
と仕てのの金所　身医福収　で場あく場合1えい溜保て
か送い他金を者　世療祉入　な合つ子合にム方る費持’
らりる施銭受に　帯費年が　いにて供でお入にと以義局
世をの設はけつ　へが金な　か匡もにあい所立こ下務第
帯求が入’てい　のよ程く　ら　自扶って者つろで関6
分め実所国いて　仕う度’　で扶己養て’にもであ係の

　　　アえ次断と
合入者　 なのすと
Pがカ§出秘、よべなr
　自い身もうきる
　己る世のなで生
　σ）場帯と場歩）港
　皿合に考會菟水
　般で生えに　準
　生あ活らは実等　ず舌　つ　｛呆　れ　世　務　を

　費て持曳帯上勘
　以も義　 分の案
　下’務　離目し
で諜鷺馨

　あ者に　差し的
　るのあ　 してに
　場収る　 支、判

雛鵠隷暑蕪隻蕪〔2）糖幕1なの癬の懲えなにで場るウ離
で修も特奨奨英すを与け与め大斡曙全…岐と護定適　をて仕おな倉と世適し
あ学璽に学励会る得愈て傘る醤哉　体　 同すを坦出し被送いいにし帯正て
る資　必傘費のもるに行に要にに1婁「と雌様る行に穣た保りて場倭て全なも
こ金母要　補奨の必つわ準住修な甲し温のとつ当き方護がも合　戦体仕差
との子と世助学と要いれずに学毫分て，世煮いたり者窪者行　も世　と送し
をう福認帯を傘しのてるるつす　離の帯凡うり仕の適とわそあ帯収しりっ
明ち祉め更受　てなは修貸いる　を要1の方運凡送い切すれのろ分入てがか
ら特資ら生け文犠い’学与て者　解 褒収に用でりるなるて余、離が峡行え
濃隻麓繕財鵠雛講灘…鑓藁残鷲欝勝藷藤魏
し付は場のわ璽団とて貸う本阪　てが増もめつとにがも場にのうに保てで
翌雛勤藪曝輪嘉世慰奪舗毒響考雑3巽穫霧
結藻墓難翻謎雛募農 鷲瓢募諏馨礒雛罐纂
　も資さのに等遺にのよ助よ離　止た1り　るみな護れ分あ正合当るあ
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　　　　　〔1）
　　　　ア　 最

切げ咲新　被低
）た　規布服生
　遷斐購藝
　0のののの　の
　（七一支一認
　局千万給時定
　第円二基扶
　6を千準助
　の八円限
　2千を度　の円一額
　㈲に万に
　の引三つ
　アき千い
　の上円て

るて金金更考上つ与　図金課もて趣に金日す臣又、　　（
こ貸はの生と記い金なるを長な厚旨つの本るのは従（局
隷舞墓頻舞餐鷲薮製籏馨霰瀞野
留れと資’つ体’ずことこでで臣把匿国会にをに軌）の
意るせ金母行的日るれしと個　の握　の法は得準　　5
さもずに子わな本も以たに別局承で本補に世たず日
れの’つ福れ貸育の外
たに修い祉る与英一の
い限学て資も金会のr
　咳者犠金のの法厚日
　　の　及で趣の生本
　認資一びあ旨貸大育
　め質般寡る・与臣英
　らにの婦が性金の会
　れ着貸福’格の承法
　て目与祉世をほ認の
　いし資資帯参かに貸

。よ具長認き省助よ帯もる本
り
、 体通をるにをる分の貸育

　的達得こお受貸離を与英
手にでるといけ与を受金会
続対考こでてて金認けで法
き象えとも当行にめてあに
のと方とあ該わ準て大つよ
簡なをす緊貸れずい学てる
素る示る　与るるたで厚貸
化貸しま改金も貸が修生与
を与’でめのの与’学大金

の
（2）

課
第1
の6

囲1こ　 こも鴬穿本う生匡艮
内つ一と含な年方活度被（　　　カ　　　オ　　　　　ェ　　　ゥ　　丈
でい時と鞭上度式扶額服解（七お　第程支　㈲上た等被　 菟度合　菟二
賄て扶し　昇には助を費説局干け長6度給災）げりの服保　額世蚊　千蚊
うは助た基におと蒸も等）第円る期のに基害　た四平（護（ま帯帳（五帳
べ’とo準対いつ準っ一
き本く　額応ててのて時
費来に　のしはいよ示扶
用経布　全て’なうし助
に常団　面’一いにての
つ的　　的昨昨と毎い基
い最蚊　な年年こ年る準
て低優　み改来ろ改こ額
　生等　直定ので定とに
こ活の　しし物あすもつ
・れ費被　 をた価るるあい
にの服　行ものがとつて
よ範費　うの異’いては

6を家入2準準時
の九具院のじをに
2＝Ff卜愚〔5）て災お
の円器老の引害け
（6）に費がアき救る
と引の退の上助布
　さ支院ωげ法団
　上給し）たに類
　げ基た　こよ’
　た準場　とる被
　こ　拝艮　合　　　　　。　救　月艮

　と度等　（助類
　。額に　局のの

こ干常平開・課で人に局百の
と五着常始第認貝代第円支
（百の着時4定にえ6を給
局円支）にので応ての四基
第を給がお33きじ網2千準
6五基ない）る蚊戸の円限
の干準いて
2五限者現の百度又に
（5）円額は着
のに一新用
ア引人生す
のきあ児る

こ帳を（51に度
との必の引額
と籍蕩盤
し基す〔イ）げに

た準る）たつ
こ限場　こき

家給範は帯が家ら帳あ曝に渇にい
具し囲三人よ屋れのる、度対こつて

畷謄蕊疑磁灘，鈷網甑騨碧臥裾鱗籔齢、線
驚婆詰顎織「警幕恥　窒矯墾謙鰹蒙翻
什て内張員り構て支
篭も喰にに効造い給
に差　単応果等る基
つし大価じ的かが準
い支型（たでら’映
てえの四支あ大三
’な蚊干』給る型人†仕
従い帳円基よの以帯
来こを）準う蚊上人
炊と一を限な帳世員
事＝と弓長乗度」場を帯1こ

。額応とき匡
ましと蚊
で’な帳従
認世つし一来
定帯て張’
で貝いの蚊
き数た、額帳
るにがのの
こ応’範代
とじ網囲替
とて戸内と

別運’扶のさ　’討も費にれ改生　場の
品用次助改れ当があのつる菩活一合事
目さ官に定る画必る範いこさ扶方に情
のれ還つに物　要等囲てとれ助に対の
改た達い重資物と一内はに生基お応下
正い第て点の価さ時で’伴活準いすに
等o
に

つ
曳、

て

補

6建を確のれ扶の極つ費がてべ必
の　お保変て助や論ての格　≦要
1鵯健鍵脇㌶少構難輌
にしも図対Dりりば額く小的ら資
十たのる応　方で一なり方最れを
分情でたし　に賄カーの式低た欠

すか立をしみをあ査中　　 古13）ば文公胤同助を　　こく当の（21といたい用
るらを強い中購る頭古近（要差文様長確出（乾場該出 して場褒呆
要r阻調た古入こか品年解件教し何に施移を立身解　合施身刑・たも合力、
件必害すず品し～へらのに説を育支らよ設送図阪世説（に設世務の家等　食
をずするらをて　姿流お）削扶えか、る長費る　帯）局移の帯所で具に長器
は中るこに利いさを通け
ず古こと生用るら消がる
しでζに活さ中楓し減国
たなにな保せで　 そ少民
もけもり護る被すのし生
のれな’のこ保べ入’活
でばりか厳と護て手地の
あなかえしは殴のが域向
るらねつさ’帯学困に上
0ななて、児の童難よに
　、、』、そ冷童子がでっよ
　Lこのたに弟新さてり
　とと自さ対の品えは’

除助なのこののた入員
しのい形と要支め所と
た通。でを請給’者し
こ学　　確要・を対社をて
と用　認件1要象会含必
　自　 でとf牛と福む要
（転』　きすとし祉世な
課車　るる「した施帯連

警錦鑛硝鱒
盤離i誤器努
）中　れな1はあと立途

第送長員醜留什対期等
6費のが少1意器応入い
のを要や年蜂のす院わ
2支請む院、れ範る患ゆ
の給にを等た囲た者る
17）でよi得に1い内めが鍋
アき　防な入10で　’冬釜
のる当rい所1　取暖期を
㈱こ該1事し　　り房間対
）と葬藤で　扱器に象
　と設・のい　う具退と

差講薯巽骸
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福賄論〔激籔．あ．） 　　　15》ノる事い求る個列　　き合〔4）衡のいとす
含酊三食β10協こめカ1別挙敷（るの　を実はk、べな

転1

居i

に，

伴1

て
敷，

金
が
返1

還
蛍

れ
る

場

議とら　にさ金解こ敷退考態どフて苑
をかれ退知れの説と金職慮とのこの
要らた職寮た認）とに等しり程と場当
し’場等協箏定　しつにてわ度で合然
な事合に議項に
い　務　1ニ　イ半　を　に　つ

このはつ要該い
と簡’てす当て
と素転社るし嫉
し化居宅こな
たをせ等とい課
も鷺舷響
のたを退つにの
でめ得居て賎3g
あ知なをい　に

たいよ判けのはにの
こてり断低もな新こ
菟実社 す所のく、品と
　施宅「べ得と　のな
（機等1き世す新自が
課関か、も帯る1昂転唆
第限ら ののかが車
4り、転で学は中をこ
ので 居1あ童当古支の
30認 す ると該か給こ
）廻る。の地あすと
　で場　 均域るるは

講肇馨ミ編鍛雪講鑓齢隻葬1
よ限新金導限で家を金えた範要れに説’…新P
う度た等す度保賃容にるに囲とを伴）（居…

　　　　　　　　　　　　　な額にがる額護を認よ場必内さ収つ
　　　　　　　　　　　　　揚を必著こ以を支しつ含要でれ入て
　　　　　　　　　　　　　食ζ要るζ内受払よてにと支ると敷
　　　　　　　　　　　　　　んとしにのけつう賄おす給敷し金
こ30金た　しのへ毫にる敷等え単被るさ‘な窪るてとわいるす金鶉が
えの等にこた便照必熊金かたに保場れ高る貝こいすれ懲るに認返
謹雛鋤瓢遷擁噂難脇～耀雄識薄郷謄
久等がと扱で図鰯すこ一つ返ぎ等帯あ金渠地間な帯の倉れの原て㌃れ
　の課さいある1認・るれて還なをにゑと還域等つがでにが領則は？る
か限第れ賎曳執め 敷を賄さい入と　もさにへた何あ嫉返かで型凡場

響繍新舞鑓縫講ぞ駿耀額ゑそ羅綴雛

課の
第敷・

4金、
のに
31充ダ

　ニiL
　で
　き、
　る

　と
　と
　し

適額のへ方積はそ等て格の
用を改転に極な のに　を場魚認需を下定こて4こはたに
し若正居よ給い差不返唱有合介定要糞にすと認条れ収臆よ
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費じ収1にの給囲当た難
をて入つ決で内該場等
支算充い定きに月合に
給定当てのるおのによ
でし額臥基こいE目キ久
きた二）　 1遊とて数
5額 を取1とと’に従前
この失入・なしそ応来渡
と範つとつてのじかさ
と囲たしたい世てられ
しi内日て収た帯算’た
塊に以認入力1に定失保
　お後定を　必さつ護

しFつか盗
たい’難
こて収等「
とも入に1
。扶認よ
（助定卑
局費さ
第のれ前
8再た渡

支金さ
4給品れ1
）ををた1
　認失保1

定 円と成控費結る多卒
程し年除　果未い業
度て者の社　成な後
との分み会宋年か転
な宋ので保成就で出
る成基二険年労、し
も年準万料者者一親
の就生数等控に家の
と労活千の除つのめ
想者費円実’い柱ん
定のをと費基てとど
さ生合な控礎はなう
れ活算り除控’っを

を期校
図入卒
る院業
た後壕
め新家
改た庭
定にに
し就残
た職つ
もして
のた働
で者い
あのて

で要がなはが
あ最生文’つ
る少じ　災て
こ限て生害’
と度い計や扶
はのるの盗助
従額こ維難費
来をと持のを
と支をの事再
同給もう実支
様す確えを給
でる認で確す
あこし急認る
るとた迫すに
　とうしるあ

爆鋳i翫隷腰惹嬬勇本
き必態できて’た乾護く保迫のあに来

の、護の事る交’
取こせ情憎。付扶
扱のざ況にしす助
い取る1こよカ・れ費
を扱を陥りしばは
示いえい保な給こ
し嫉なる護が付れ
た　 ㌧、こ金らとを
に特こと品’し所
す定とにや被て定
ぎのはな収保完の
な場いれ入護了方
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てのめ大　な和大少
、い重る傾医つ四傾傾医
る要比向療て十向向療
　性重を扶き八をで扶
　はの示助て年示推助
　’大し費い度し移受
　依きてに乾以てし給
　然さおつ　降きて人
　とかりい　横たき員
　しら’て　這とたは
　てみ生み　いこに’
　 高て活る　又ろも被
　いも保と　はでか保
　も　’護　’　微あか護
　のそ制大　減るわ人
　左窪崖禦筥力1与皐
　つ営占増　 と昭増減

医
療
扶
助

運
営

の
基
本
方
針

のに議い
概お及て昭
要いび犠和
はて三　 五

’指月本十
次示の年年
のさ全二度
とれ国月の
おた生の医
りと活全療
でこ保国扶
あろ護民助
るで関生運
　あ係主営
　る係管方
　が長課向
　’会長に
　そ議会つ

医療扶助の

運営方向

カミ　いカミ　に　い漢　いカ1　り昭　れ立旨　　　のあにの　切みかる行
　外る　入つこる　外る　入鰐・医る助に医　一堵二わ即悪しなとせた稽
約来患約院いれ患約来患約院て四療こ長則療遇　 項せし貴た処なと峻　療
八患者八患てを者四患者四患み十扶とにし扶の医をてたにが澤獣な　い獄
九者楼五者み同匡○者犠○者る七助が努て助確療重　適当つに　り、やわ助
％で　％でるじ　％で　％でと年の要め　の保扶点適切たて欠被　やゆ峻

一期と一期の政と一期と一期と扶の
年間な年間と府な年間な年間お助実
以一つ以一お管つ以一つ以一り実態
上年て上年り掌て上年て上年で態に
通未い入未で健い通来い入未あ調つ
院満曳院満あ康灸院満隻院満免査い
しの　しの灸保　しの　しの　にて
て者　て者　険　て者　て者　よ

で嫉約で怯と、よ約で嫉約で賎’度給請る被実
あ　一あ　　う六あ　六あ　表の付さ等保施
咳外五り、入表咲○り、外○り、入一医期れ有護映
　来％　院二　％　来％　院の療間胤効患

か者生
つの活
’早保
適期護
切回制
に復度
行’の
わ自趣

助に正なっ　け保形もる
受指な処て昭る護式す現指
給導実遇疑和而世的る物定
者の施の　五も帯なζ給「甚
に微を確被十みの事　付療
対底期保保年う実務指方機
すをすを護度け態手定式関
る図る主世のらに続医をに
適るた目艮帯医れ即を療と委
切。めとの療るし行機つ託
な　　’k実扶’たう関てし
処次態助適のまいて

表

入　　　　　　　　　　　院 入　　　　　院　　　　　外

総数 繋愚 6ヵ月
未　満

1　年
未　満

2　年
未　満

3　年
未　満

5　年
朱　満

5　年
以　上 総数 3ヵ月

未　満
6ヵ月
未　満

柔藷 2　年
未　満

3　年
未　満

3　年
以　上

総　　　数 100．0 14．2 工3．7 12．6 14．1 8．9 11．3 25．0 100．0 19．1 8．7 12．4 14．4 26．8 18．4

伝染絹及び
嵜生虫病

100．0 9．0 12．6 14．4 16．4 7．O 12．7 27．9 100．0 工8．1 6．4 6．8 10．5 26．5 3工．1

精神障害 100．0 5．0 7．5 9．2 12．4 9．8 14．o 42．0 100．0 5．2 3．／ 8．0 13．1 32．9 37．5

神経系及ぴ感
弛器の疾患

100．0 12．2 11．1 12．3 15．4 8．6 129 27．1 lOO．0 16．9 9．7 14．6 15．6 26．9 15．9

循環器系の
疾　　　　患

1DO．0 15．0 18．1 16．6 19．7 10．8 ll．3 8．4 100．0 6．8 53 ／1．4 工6．1 34．2 25．8

消化器系の
疾　　　　患

160．0 41．0 23．6 11．4 9．6 49 4．4 2．5 100．O L3．1 8．2 15．2 18．6 28．8 15．8

表1　医療扶助の病類別、受診期問の状況

表　　蚊官憾

入　　　　　　　　　　　　院 入　　　　　院　　　　　外

総数 3ヵ月
未　満

6ヵ月
未　橘

柔畿 婁年
禾　満

3　ゴ1

未　満
集議 5　年

以　上 総数 3力景
未　満

6ヵ月
未　満

1　il・

未　満
2　年
未　満

3　年
未　満

3　年
以　．ヒ

総　　　数 100．0 66．6 10．6 8．1 6．6 3．0 3．1 2．0 100．O 75．5 7．0 6．z 5．4 2．3 3．6

伝染病及び
静生虫病

100．0 33．8 13．6 20．2 16．4 6．1 5．工 4．8 100．o 71．3 9．1 5．1 5．8 2．8 5．9

絹神障害 100．0 15．0 8．2 8．5 12．5 6．9 42．4 6．5 工00．0 38．7 10．3 13．0 15．3 9．2 13．5

騨潔覧 100．0 37．6 lQ．0 14．2 5．8 4．5 23．8 4．1 ！OD．0 64．1 9．0 8．9 8．3 3．7 6．O

循環羅系の
疾　　　　愚

100．0 44．8 10．1 8．8 9．o 3．8 26．1 1．4 100．0 33．0・ 11．9 ／6．8 16．7
81 ／35

消化器系の
探　　　　慰

100．0 77．5 8．5 4．1 2．5 1．1 6．O 0．3 100．0 59．0 11．8 11．0 9．4 3．5 5．3

資料＝昭蓄阻7年6月医瞭扶助実態調査

表2　政管健保の病類別、受診期間の状況

資料　I’営rr罫∫ 些月医那給付受給者1尺況 調査9
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府大るを化を関らカも道

の　のののき医進等お　でと続生築　診所解の関　　る推て院助長よ　い
都国と趣簡か療をのい各あ折のじ　特機としでに医二も進把患受期セ単る
道立す旨素け機図協て都資衝簡て大に会のて　委療　のし握者給化に純患

’付

定病
都院
市に
に対
おし
いて
ても

被所
保在

。十等行にれをそ府
ラ｝をう対た二　尋れ県
説説場しいてぞ’
明明合て。’れ指
しすに’な指の定

　るは指お定段者5
指と ’定’医階市
定と近促未療で’
促も年進指機　福
進1モのに定関各祉
を　事つのの関事
図本務い個指係務
る制乎て別定団所
も度続働の促体に

k素お都’の協も本託扶歯と’し及世し’な者
　化り、市歯確力ら制し助科す当てび帯て被比建
指を　を科保体い度ては医る該　長のい保較
定図厚中医を制’を輿’療。息そ期実る護で約
促り生心療図を実指施被機　者れ外態こ患は一
進つ省に機る築施定す保関　のに来のと者あ一
に？に指関必義機医る護等　処基患把に賎る％
努　お定に要　関療方患の　遇づ者握か　けと
め日い率っが被で機式者指　のくの’ん入れな
藩確い綴鰐魏覆蕪憲麓穫ぞ
る科　下て　患福正つ定進　にのを”外’い
と医菓傾喚　者祉して医　　役強継長医来以る
こ師務向　　の壌くい療　　立化続期療と上σ
ろ会手が近　 受務理る機　　てをし入扶もの

のの当制　　るのろ給本た付て範　　る指精
指加た環高四よ原で付年上すは囲昭日　導度診口
導入つ　額　う則あすよ実る兼の和　　等の療
をがて特療他指化るるり、施場帯拡四付　を向報診
行前は定養法導をがこ　さ合制大十添　通上酬療
う提’疾費’の推’と実れに度が八看　じにの報
もとい患支他徹進こが施てつがな年護　十努知酬
のなず治給施底しれ出機きい認さ九の　分め事蕃
とるれ療制策を’を来関たてめ艘月適　反’決査
すの転研廉活図給機るかと映ら　か確　映こ定の
克で　 究　用る付含こぎこ　縦Cらな　されに充
　　医事老のも要にとりろ県　要付給　せらつ実
　そ療業人推の件一とので本六件添付　るのい

鱗鞭進篶髪麹雛錘蝶義
　促度用支　 Dに形とよ更議上つ給　　と個審
　進へに給　　守態こりにし給い付　　す別査

る別項のの　　　　働患
P指等正協医　9三き者
　導のし力療的　　かの
　を周いな扶推指医け受P
　一知理し助進定療を診

層徹解にの
積底とは適
極を協図正
的図力ら実
にるをれ施
推一得なは
進般るい’
す指たの指
る導めで定
もの”医のほ改本療
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す個事度関
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極
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得医療学r診こ給い　議　次手とい
ら療扶に一療ろ付て施の一の続なて昭
れの助よ般所で範犠術廃　 とのつ嫉和
な給にる医にあ囲の止はお簡た五
い付お独療おるに昭給　 リり素レ急十
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一社会福祉の「ミニ白書」！！

調査に報告に原稿執筆にも不可欠の書

臨驚轟社会福祉の動向 1974年版・A5判・200頁
定価ア60円・〒120円

最近の社会福祉の動向を簡潔にまとめたものであり，公的扶助関係者には特に必備の書

として親しまれている書。
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機そ的つ改』題　　四　三　二　一いさ狡生
能のにて普になた何行組るれ活生を実と　の福つどつそ鷹そ政そ織福かた保保活監

鞍矯難脇懇齢縦鱗騰灘査
携噂講轄馨騨鱗離鍵鎌霧
で格行加めにのはを生　要間務うがチ従　用行ら
あ差政味るお解握及活
ゑの方しよけ決しぼ保
　解針た久る策てす護
し消の監　生を　も行
たを周査診活具特の政
が図知方断保体にかの
つる徹法機護肖勺重ど将
てと底を能行に要う来
　いと積を政指なかに
監う ’極もの示問0わ

護訪関事るカ

因題所取生工つ保が築い
ととカミリ活ツて護、務
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いいるい政とに要規ね
るる生るにと行領定ら
こか活かつもわ等をい
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保庭も祉あ例笠分実　と遺努よて　依政の　なの的
者問連務。
のがす所
来長るに
訪期がお
もに’け
なわ①る
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議そ阻に問に事
しの害お題つ務
’問しけのい所
そ題てる一ての
の点い適つの運
結をる正で改営
果解問なあ善方
を消題生蒐の針
運す点活　指及
営るを保即摘び
方た十護亀も事
針め分行　見業
及の明政福の計
び方確の祉が画

法に運事せの　ての《員ら係制がの老　つもと運　ら要てらなみ明にがと
をk用務な設福い薄　のみ部に生充人こい関と用福れ否　そいらk疑画い
討　を所い定祉曳く生増た局移活実福のて係なの祉てのその者れ　問一つ

な活塁安の行保強襖この職っ基事い判れ能’なそが的た
つ保に易幹の護化　と改員て礎務る定ぞ力あいの持て状
て護対感部傾よと身嫉善のい的所
き行す漢職向り相体　指充る条に
て政る　員を福ま障地摘足実件お
いの消更のた祉つ害方がと施とけ
る運極に生ど関て者公多職体しる
こ用性生活り係’福共い員制て生
とにに活保’五人祉団このの最活
が対つ保護社法員等体と資整も保

凝講雛覇翻篇擁騨
さ関る係向祉施焦施け濡上中な政
れ心な職か関体点策る　にてこの

。がれをるた解たあ況
＋の＋い峻決れ吹に
分実分は　へな　あ
で態活稼傷のが例る
なは用働病積らへこ
い握し能を極、1ギ蒐
ことな力理的そ
と保いを由なの稼②
等護者有に取問働訪
がのにし稼組題内嬰
挙継つな働みを容調
げ続h、がしカ｛究等査、

応上導指と
しの監定か
た間査都ら
指題を市’
導爽排に監
監　kお査査実　い方
の施福て針
方水祉はと
法準事形し

等務式て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
’所内嫉以挙な関不に福いに問のる　指の保のなたの　とが針なかのた事
その　上げ《係星関祉こ対緊監力1こ摘格護傾けも水本が適をい唆問こ誉
の規画都のら　職　す事ζす力査　のさ差の向れ0）繁来指切定事　題と討
欝講楼翻惑購二舘責5凝雛も麗解聾噸慧耀肇
に運な県ない体生は理のつ導天にににいん及てらり、容活れ進そをに管交に
対営指　こ胤制活配解幹に内　よはつ駕だび　な　的保てされ勘改内　反

の保置’部嫉賓福る’い
不護さ生職　が祉指都て
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ん実福いかに護いれに案善の保映
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直に目祉と十的務
擾才テ途薯工と分背ア斤監
かうと務し考景の査
かのす所た慮等実の
わでる相もの生施実
りはう互のう活水施
のなえ間で柔保準に
あくかのあ　護をつ
る、喰格る璽1去は曳、
事保　差が、点のじて
項護監を’的運教嫉
　の査解こな用
そ決項消の監上社管
の定目すこ査の会下
こ’をるとを問的の
と実総こ峻行題’福
を施花と　う点経祉
左に的を福こを済事

点福
的祉
な事
監務
査所
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実実
施施
　水
　準
　等
　に
　応
　じ
　た
　重

す必自都　も点具査並指
る要咲道なのを体のび定昭
この　府おで基的実に都和
とあ個県’あ本な施指市五
はる別’厚る方問に定が十
差場の指生
し合監定省
つに査都が
を疑方市示
ん　針のし
なこを段た
いれ定階監
もにめに査
の加てお方
でえ実い針
あて施て以
る実す’外
。施る独に

。針題つ医行年
と、点い療う度
しをて機生に
て＋犠関活お
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施にさ対護て
す加きす法’
る味のる施各
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と　景導琳道
と次に及務府
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　　〕るつ狽　都項つ項さ指と次てを指福道に三次及
き定と　匡定定祉府つ災のび
の都し又　め都事県い施褒轄
共市たはさて市務　てすに肩通のも特き実独所指もる示眼
の喜の別の施自の定’もす点
主情で監主す残行都さの主
眼にあ査眼る　政市きで眼

鉾覇錦麓盈灘　婁説雑脇疑鼎雛嬬鶴し黙
てな入にのに等の査力1及奪監れても福患従配決別は要時る爽びにたす患
麟捜雑翻齪鋪査薯脇鮪番藏難肇考纏獅舗
羅簸鯉鑑健艶皇銑欝慧轟髪葦縷鋸強が羅
的府す施に眼府る嘆眼にて眼あも丈に上療とる行の専てkカ1施たこしが
咲県曇すあ藻県力1　事よ匡事　免解　フの機な方染は念哉　　計峻のた効

消担イ問関つ向　握指　ま相画　場も果
す当1題にてで当し導委荏互と鐘食の飽
錫ll警雛搬簸諮蕪翔1手
と段ツはる　尋例態要者祉有事療のゑわ
と階ク握個こをのに性の事機務機実　れ
しでしk別の行問基等治務的所関施　る
て放て　指こり題づを療所にののを　よ
包置いそ導とこ点い個継の行監指合　う

とに要問奉各
をおな題仕福生
主け助点員祉活福
旨る言にと司保祉
と要及つの’護琳
し望びいケ指地務
て　意　才旨　て　　1　導　区　所

行見導のス主担職
う等を検研粟当員
もをそ了討究　 員と
の十う会会相’の
で分と等’談資研
あはとを監貝察究
る握も行査及指協
こすにい結び導議
菟る現’果家員会
　こ地必の庭

　で議の制闘まを被職環き
←｝あ会実度係農保屡見と続昭
　るを効に者

　　　　　　　　　　　一　 し寡事下道れい　この事
　　　　　　　　　　　　　て設務の府掲てさとこ項
　　　　　持百歎、し義和研監い定所福県げ頃きととを

。鞭鶴翫蕪講菱湛灘匙瑳鴛℃
るるのて祉う遇責に及度会施　とて所都点測llい途な
こよ理　事職が任応びにの上　はいご市にの項る厚い
と文解必務務適を咲こお実の
の　と要所能切自　れい施留
考努協∈以力な覚当にてに意
慮め力応外のもさ該基駄つ点
をてをじの向のせ福づ　い
求次求て関上でる祉く前て
めの峻生係にあと票指態
た研　活機配ると務導度
も究監保関意こも所のに
の協査護のしとにの一引

差るとo）留主にo生場
し「駈モ割1二意眼対　省合
つ題　情す禦応　とも
か点そにる項す　のあ
えにれよとごる　 協り
な応ぞっとと着・
いじれてもに眼・　にる
あ豫嬉蕪一馨力1
と適祉雪響脅∫ぞつ　 くこ

決被スが次階
定保記’的帯監ケ
及護録保なの査　1
び置の護面書吏ス
実帯内台で面員検
施を容帳期調が討
の実を’待査監に
適地審保す及査つ
否に査護るびにい
を調し決も実あ　て
検査’定の地た
討しま調は調つ
桜て迄書’査て
　　　及監の
評保個び査際被
価護々ケ吏に保
ののの1員副護

で分咲度にと身　②
あは　につの障町
る握こ関いケ福村関
こすれすて1祉吏係
菟るらるσ）ス聾巣機
　こ関理検研設　関
　と係解討究等民の
　を者と会会社生関
　主の協を’会委係
　旨要力行監福員者
　と望をい査杓ヒ、と
　し’求’結施保の
　て意め生果設健研
　行見る活の関所究
　う等と保問係’協
　もをと護題者老議
　の十も制点等人会

一当つ行によ対と改てを資指な果のとり
二該いわよりす犠正匡行　導事　的でえ
形福てれつ具る　し　うそを務査確あ判
程祉慨るて体処そた昭場れ行処察性る定
度射　よ具陶遇のも和合かっ興指を漢す
と務昭セ体に状対の四の疫等　導確　る
定所和に的浮級象を十r　の査員保そこ
喰の四ななぽ　と踏九ケ被配察のすのと
　全十つ調り箏な襲年1保慮指法る過は
こ被九て整に務つし度ス護を婁令た程も
れ保年いとさ処たてに検世求　のめをと
を護度乾改践理被おお討帯め運理硅通よ
更世に　善　状保咳い票のた営興　じり
に帯お検のそ況護　てL書も管　地て当
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昭和50年度社会福祉施

設の入所措置及び老人医

療費支給措置に係る指導

監査方針

相代’　じ運にるるは
まσ）そ一て’営応と国著最
っ要の方きのえこ民し近
て講健’た全るろのいに
ノ冠に会こと般たで関もお
極対なれこに戦あ心のけ
的応発をろわ　るもがる
にし展受でた従。ま凌）社
嫉たをけあつ来政す咳禽
　施期てるてか府ま　福
入設す各
所経る社
者営た会
処のめ福
遇近に祉
の代犠施
一化　設
層と時が

のに査’
はお結昭
握い果和
及てか四
ゴ管ら十
　下み九
れ各る年
に社ζ偉
伴会　に
う孝研者5ノ享

指祉道生

0各らにすか祉
種姫お高？算
の設いま　設
改整てつこの
善備もてれ整
策や’きに備
壼施こて対拡
講設れいす充

社

福
祉
施
設

の
入
所
措
置
関
係

蜘府省　このあ対と・爽従たの
1没り残がしと功ニリ、しし合　 来鞭充
の　爽かと項　てて理職よ　実
運堂施ししに今指そ焦員軌螢に
’断定しなてつ後導れ　 待　 道努
実都たがいいに監ぞ入遇社府め
態市監ら物てお査れ所の会県る

も社
の会つ
と福い
な祉て
る施は
た設’
めがこ
’真れ
昭にら
和国の
五民要
十の素
年信を
度頼背
にに景
お応と
いえし
てるて

賎い髭管者充福’こ
　て行下の実祉指と
十もなの安’施定が
分引っ各全葬設都必
指きて社対設入市要
導続き会策運所にで
監きた福を営者おあ
査’と祉蓋の処いり
をここ施本効遇て’
行れろ設事率の峡こ
うらでに項化充　の

たに近更を性務夜会こ導
q会イ覧に1謹、条1剛智lとカ～

計化’保困件勤祉。い
方を社す難の務施まま
式図我る性改体設農だ
び）る福たに普制職　 十

整た祉め応　や員昭分
備め施のじ旗給の和と
が経設職た設食処五は
行理に員公職業遇十い
わ事お給平員務蔓墾え
れ務け与妥のの篭度な
るσ）る制当職整　 にい
沸霧募姦務勉芸1襯
と爽管適与のよわてで
な　 理正水特るち　 あ

　つ特σ）化準殊勤、社る

殴

帯検

の数
概を
ね当
一該
O福
％祉
を禦
目務
途所
との
す全
る被
こ保

護②咲類9ついも導こ十書景のと護五型
型　 ヤ、てあカ§れ．分類匠内月守と世％1二
別対て1嶺つででな監な県し帯そよ
抽象嫉　たきは調査意かたLのつ
出世　ケこな十整は識らのの他て
率帯昨1とい分をもにrで概世
一の年スかのな行と追被あね帯r
の選度塗唆で監うよわ難る五の慶
枠定と討　は査時咳鶴護カミ％概病
をの同票昭な及間　　世　程ね者
は方様及和いび的地状帯こ度三憬
ず法でび五かこ余区況のgをO帯
す舗難羅鰐蠕講鴛
とrる要度の伴な員’調がすr概
と世漢題に反うく、と一査一る要ね
も帯　にお省指　の般の部こ看一

弊翫螺縫鰭無鱗矯（韮
る或にお　すなも帯に面つ種討　め厚し
処いわ’　る効勘類お調て々結rて生た
遇はたケ　こ果案型け査’の果収い省ほ
等地る1　とをしのるに本面か入るに交
の区詑ス　を高て分特つ年でら申監お
状担録検　期め対布殊い度緩集告査い
況当は討　待る象及なてに和計書のて
庚員’票　 し監世び箏はおをすの実年
　の被の　て査帯過債’け図免提施度
総被保各　 いがを去　 管るつ）註藷状糸冬
合保護事　る行抽の被下被て1一状況了
的護世項　もえ出監保の保いを況報後
に世帯ご　のるし査護福護る削（告に
審帯のと　でよ’結「旦祉世。除ケ書報
査に実に　あう実果帯事帯　す1か告

市姿賎り市評実道
に勢　阻に価施府厚
おを罷接対を機県生厚
邪藩繊謎謎生主て県の具し対定行省
　　　　　　　　　臣含眼お’実体てす都う 皿
事り、指施的　る市監査
項　定機に｝ヒr指が査の
ごr都関指該導実怯方
と耀市に導螢監施　向
の道のつを道督し従
監府後い行府状て来
査県見てう県況いど
状　的　こ　のるお況指監のと指塗保咳
一定査監で定討護
及都の査あ都’の都

繧轄編ぞ
と判項力｛と弓事る
に断ごさい〕頁よ
あがときうをう
るでののもす配
　き肉主のべ慮
　る容旨でてし
　ホ艮ををは詑た
　ヨ処　約　十　な　録　も

　を確分いしの
　適にに。なで
　明評理要けあ
　に価解嫉れ久
　はしし　ば
　握”監なこ
　す公監査られ

も相はお資こ指に県　のとどがのばてび
の互’け料と斜は’従実しの’間”一r
での何るのと等’指つ態てよそ題福実指
あ研ら行中しの当定てを’うの点祉施導
るさか政かた写該都　監都な問に事す監
。んの執らも一都市昭査道措題つ務る督
　に方行’のを道が和す府鷹点い所も体
　役法の他で参府実五る県をのてのの制
　立で参のあ考県施十こ　と解　もでの
　て’考府胤資’す年と指つ決都つあ状
　た大と県　料指る度と定ての道共る況
　いいな’まと定監にし都いた府通。一
　とにる芋職し都奪おて市る狡県的いを
　考普ぺ祉　て市計いいのの　　ない主
馨き議㌍麟噸雑雑か眼

　いせも所らす指告道　機主的都結えと
　る’のにのる導書府　能眼に市果れし
一22一



の
基
本
方
針

　すに理　 をの付職状つ適　行設こ　の守す　と　0）必社社指を県　事は
以免お化四着状基員逸い正日計定と（⇒理のる（→お主で要会会導図’ま項次
上　けの　 眼漢鶏給　て化　画のを　由状最　 り眼あな福福監る指ず及の

主
眼
事
項
及
び
着
眼
占

式眼施
のと設
実しに
態てお
は’け
握社る
を会経
着福取
眼祉事
、点施務
と設合

る推社点

詳輪与㌶縢議灘継灘謹融慶
方主祉免妥備に務間を員を薯し営の低の祉。び

等与給はの施の状主施と況低社て事ゑ指祉祉査と定

当につの勤主の着業ての状基確施
なよい充務眼処眼遂運計況準保設
給るて実体と遇点行営画を不をの
与職嫉強制し状とに方的着適主設
水員　化等て況す伴針運眼合眼備
準処給のの　のるう及営、点のと及
の遇与状改勤はo予びをと場しび
確の規逸善務握　算事推す合て運
保公程　整条と　及業進るはそ営
状正’ま備件そ　び計す。’のに
況化格たのにの　執画る　そ遵関

着
眼
点
に

つ
ヤ、

て
は

次

の

　　　　　　’びよ
導尊旋をと翻5才旨着う
を設設実も市導眼な
積経0）施1モの監点指
極営運す　指査が導
的近営る計導の定監
に代状こ画監基め査
行化況と性督本らの
っのをにの体方れ碁
こ推1一よ凌）制盆十た本

と進分っるのはo方
とのはて効整’　靴
した握’果備都
た酸k管的強道　主
もに　下な化府　眼

のおな円う
円いこ滑な
潰てとな状
　はで運況
か’あ営の
？萱菟をも
　ド　確と
的各こ保に
確市のすあ
な町たるつ
実村峻こて
施に　と
をお各は本
期　をナ　習～　極　串目

る道め度　 つ昭夜四額ま保れ祉り、自嫉とに担墾一
本府てのこて和　百さ良健たの　己　こよ当　月老
制県重適のい四そ億些　はも増そ負現ろ咳職こ発人
度に要正よ為十の円　こ一の進の担行で　員0）足医

九対余昭れ段でを受分のあお等間以療
年象り和にとあ図療を国るお関直来費
六者の五要向り、ゑを公民。む係接す支
月 数ぽ十す上　」容費皆申ね各こで給
現もう年るをこと易で保す順位のに制
在年大度国みのをに肩険ま調の事二展
四々なに家る実目k代制でに並務年匡
四増額お予に施的　り度も実々に有
五加にい算至にと老すのな施な携余昭
万し達て額っよし人る下くさらわを和
ムてし喚もてりてのこにこれぬる経四
におた　年お老創保とおのて御市過十
の咳。一々久人設健にけ制い努町し八
ぼ　ま干増　のさ福よる度る力村た年

老
人
医
療
費
支
給
事
務
関
係

二二　 とし設つこはに
　　し、個いo）、特
　　て実々てう指に自一
　　い施にはち導名
　　るすお”監意
　　　るけこ主査し
　　　こるの眼をて
　　　と「男ほ讐≦実、
　　　は題か項施都
　　　差、点’にす道
　　　しに管対る府
　　　つ応下応こ県
　　　かじ各すと
　　　褥縦建
　　　も設i吐点が掘5
　　　の定施に’市

ヨ旦0）施し項
当適体て及
職正制いび
員なのる着
の運整。眼
確用備　点
保の充　に

た実　つ　的務支にの指　お基し　入の状つ実府胡il生こ謝モ処る適務るす
めを日いこに処給よあ導先望本てつもも況て施県度禦ろに　理こ否にとる
の主　てれ行理躰っる監弍定方　い粗のを　状の発力でつ華方とをかこた
組眼市嫉にうの務て効督　 め靴昭て当がみ更況管足実あい務湾な調かろ峻
織と町　もこ定の　果体基た　和映数多て咲僕下後施免て処にく、査るで
σ）し村次とと着実各的制本と主五　認丸も　各間し　も理つ　k指あ毎
確てにのづとの態市なの方こ眼十以め　　市一市もたま指方い担　導胤艇
径　おとくしたを町指整針ろ事年上ら他的町部町な監農導式て当誤監
状本けお主てめ十村導備とで項度のれ制確村を村い査　し及指者り査こ指
興制るり眼いに分に監強しあ及によた度なに除にこ結昭なび隅に劇収）導
　度実と事胤必はお査化て曳びおうと等躯おき対と果和け事　対指　老監・

要握けををは
なしる実図’
指’老施り都
導的人す’道
を確医る計府
積な療こ画県
極事費と性の

着けなこの務け極すもか四れ務啓し摘単人i
眼るころ本処るめるあら十ば処発てすに医を
点指とで型理塾て指るみ九な理す正る瑠療行
を導をあ度が務低藻力1る年ら体るしに務費な
次監背胤へ米処調監　ζ度な制といと処支つ
の査景　の定理で査都　にいのと事ど理給て
とのと　混着のあの道本厚と改も務まの事い

い宜各いののに　混級0）着
も設市てう指特以入　状と日
の定町建曳導に上防資漢し
とし村臼　　監留0）Jh格　 てIll勺

して個前主査意蕃の審的’確
て爽々に眼をし本状査確担な
い施に掲事実て方況のな当

ltl

るすおげ項施都針を実聯職務
。るけたにす道’着施務員処
　こる各対る府主眼状処の理
　と間聖二応こ県眼点況理関の
　簗題項すとは事と’方係定
　£点のると管項す他式法着
　しにほ着な下及る制の令の
　つ応交眼る各び。度確等推
　かじ　、点が市着　分立の進
　えて管に’町眼　等の理を
　な適下つこ村点　の状解主

る医対のを　す状
。療象実主に）る況
　費者施眼

受に月犬と本
給対沢し剴
賓す　て度
F証る刈　 o）

の手象住周
交続者民知
付等のに徹
状の的対底
況指確すと
を導なる対
着状は広象
眼興握報者
点　の活の
と老状動は
す人況等握

関
係
諸
規
程
の
整
備
状
況
を

着
眼

と

一23一



需
灘
目

里

i轄銀費鳶瀕襲鋳田洋恥協鉾ヨ㌍碧
1融）レ詩糾、港目糾海（瞬ロ曝煎）
麟＞＞レ騰鍛黙瀕㈲鞭
1目尉1圏囑蝦導図獺簿一麟勇睡

、灘攣鞭箋雛難
じ睡　贈　鰹夢　》舞鐡’1　　　，　　譲融田1適獣韓強翫曽愚
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　惣鷺理1冶雛臓孫類習麗
隣醗攣醗譲醗醗一隣蝋1、．
融鐸瞬単瀬函o譲【嚢［譲融一
i　　　蜘麟隅膿，霞厳街灘騰

鮮『翻繋撫羅羅難騨1購欝撫醗


